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血 中Alkohol量 ノ 消 長 ニ 就 キ テ

(第3報)

肝 臟 糖 原 質 ト ノ 關 係

岡山醫科大學柿沼,北山内科教室(主任柿沼教授北山教授)

醫學士 鵜 飼 昌 雄

[昭 和14年12月1日 受 稿]

第1章 緒 論

肝 臟 機 能 ノ生 體 内 新 陳 代 謝 ニ重 要 ナル 關 係 ヲ有

スル事 ハ 周 知 ニシ テ,之 ヲAlkohol方 面 ニ就 キ テ

觀 ル モ,1913年Di Nataleハ 重 症 結 核 患 者 ニAl-

koholヲ 投 與 セ バ,血 中Alkoholspiegelガ 健常

人 ト異 リ速 カ ナル 上 昇 及 ビ緩 徐 ナル 下 降 ヲ來 タ ス

コ トヲ觀 察 シ,此 所見 ヲ肝 臟 機 能 ノ 一中毒 障 碍 ニ

歸 シ タ リ.又1930年Legaモ 肝硬 變 症 患 者ニAl-

koholヲ 經 口的 ニ投 與 スル ニ,血 中Alkoholハ 健

常 人 ノ場 合 ヨ リ速 力 ニ上昇 且 下降 ヲ來 タ ス コ トヲ
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2698 鵜 飼 昌 雄

述 べ,之 ハ 肝 臟 實 質機能 障 碍 ニ關 係 ス ト結 論 セ リ.

然 ル ニ此 問題 ニ關 シ テ モ猶 賛 否 必 ズ シ モ一 定 セ ル

ニ非 ズ.例 ヘバ1933年Serianni及 ビTripodi

ハ 同樣 ニ肝 臟 疾 患 者 ニAlkoholヲ 投 與 シ,血 中

Alkohol曲 線 ノ高 ク速 カ ナル 上 昇 ヲ經 驗 セシモ,

此 ハ肝 臟 機能 障 碍 ノ唯一 義 ノ徴 候 トハ 思 ハ ズ ト斷

ジ,1935年BroggiハChioroformヲ 經 口的 ニ與

ヘ タル犬 ニ靜 脈 内或 ハ 經 口的 ニAlkoholヲ 投 與

スル 時 ハ,其 ノ 血中Alkohol量 消 長 曲線 ハ 健常 犬

ノ場 合 ノ夫 レ ニ比 シ テ上 昇 高 ク下 降遲 シ トノ略 々

同 事實 ニ對 シ,之 ハ肝 臟 障 碍 ニ由 ル ト述 ベ タ リ.本

邦 ニ テモ 青木 ハ 人尿 ニ排 出 サ ル ル 生理 的Alkohol

ニ關 スル 論 文 中 ニ,肝 臟 機能 ト尿 中Alkohol排 出

量 トノ間 ニハ深 キ關 係 アル 可 シ ト想 像 サ ル ト述

ベ,大 谷 モ 尿 中Alkoholト 其 ノ 意 義 ナ ル 論 文 中

ニ,肝 臟 疾 患者 ニ於 テ ハ尿 中Alkohol量 明 カ ニ

増量 セ リ ト述 ベ タ リ.

以 上 諸 氏 ノ發表 ニテ モ 凡 ソ生體 的Alkohol代 謝

ニ肝 臟 機 能 状 態 ノ影 響 大 ナル ハ 想 像 サ ル ル 所 ナ

リ.又 一 方肝 糖 原 質 含有 量 ノ肺 機 能 状 態 ニ密接 ナ

ル關 係 ヲ有 スル コ トハ 幾 多 ノ業績 ニ依 リテ疑 無 キ

所 ナ リ.然 リ ト雖 モ,肝 臟 糖 原 質 含 有量 トAlko-

hol代 謝 トノ關 係 ヲ實驗 的且 系 統 的 ニ檢 シ タル ヲ

知 ラ ズ.茲 ニ於 テ余 ハ 家 兎 ヲ 用 ヒテ其 ノ肝 臟 糖 原

質 含 有量 トAlkohol代 謝 トノ關 係 ヲ追 及 シ,得 タ

ル 所 ア リシ ヲ以 テ報 告 セ ン ト ス.

第2章 實 驗 材 料 及 ビ 實 驗 方 法

實 驗 ニハ前 囘 同樣體 重2kg内 外 ノ雄 性 健 常 家 兎

ヲ用 ヒ,Alkohol溶 液 ハ 日本 藥 局 方 純Alkoholヲ

蒸 餾水 ニテ10%ニ 稀 釋 シ,同 液 家 兎體 重prokg

10ccヲ 經 口的 ニ 胃消 息 子 ヲ使 用シ テ投 與 セ リ.採

血 ハ家 兎耳 朶 靜 脈 ヨ リ,採 尿 ハNelaton氏 「カテ

ー テ ル」ヲ使 用 セ リ 血 中竝 ニ尿 中Alkohol量 測

定 ハ,Widmark氏 法 ニ依 レ リ,其 ノ他 實驗 上 ノ

諸 注意 事 項 及ビ 周圍 諸條 件 ハ總 テ第2報 ト同 樣 ニ

ナ シ タ リ.殊 ニ食 餌 ニ依 ル影 響 ハ 之 ヲ同 一 ニナ シ

各前處置迄ノ各家兎ハ夫々對照 ノ場合 ト同樣前日

食餌攝取後20時 間 ヲ經過セルモノナリ.

第3章 饑 餓實驗

第1節 序 言

肝臟糖原質ハ饑餓ニ依 リ漸次減少シ全部ノ消失

ハ死ノ直前ニ來 タルハ一般 ニ認 メラルル處ナリ.

而 シ テ肝 糖 原 質 消失 ノ時 期 到來 モ動 物 ノ種類 竝 ニ

動 物 各個體 ノ試 驗 前 ノ状態 ニ依 リテ一 樣 ナ ラズ.

家 兎 ニ ア リテハLuchsingerハ 往 々2日 ニシ テ其

ノ消失 ヲ ミル コ トアル ト言 フ モ,Kulz, Pfluger

ニ依 レバ 一 般 ニ24時 間 内 外 ニテ ハ著 明 ナ ル 變 化

起 ラズ,2, 3日 乃至4, 5日 ニシ テ初 メテ之 ヲ證 シ

得 ト述 べ,佐 藤 モ 家兎 肝 糖 原 質 含量 ハ 饑 餓1日 迄

ハ 不變,3-6日 ニテ半 減 シ,10日 ニ テ ハ又 基 ノ半

減 ヲ來 タ ス ト述 ペ タ リ.窪 田 氏 モ 家兎 ニ テ食 後3

時 間 ト5日 間饑 餓 トヲ比 スレバ其 ノ肝 糖 原 ハ1/3或

ハ1/2ニ 至 ル ト.林 ハ又 家 兎肝 糖 原 質 ハ饑 餓 日數 ヲ

重 ヌル ニ從 ヒ テ漸 減 シ,6-7日 ニ至 レバ殆 ド之 ヲ

證 明 シ能 ハ ズ ト述 ベ,登 原 モ略 々同樣 ノ見 解 ヲ述

ベ タ リ.

要 之 一 般 的 ニ饑 餓7日 前 後 ニ於 テ著 明 ノ減 少 ヲ

來 タシ,或 場 合 ニハ顯 微 鏡 的 ニ全 ク 消失 ノ状態 ニ

至 ル ト看 做 ス ヲ得 ベ ク,余 モ饑 餓 開始 後3日 目及

ビ5日 目 ノ家兎 各3匹 宛 ノ肝 糖 原 質 ヲKarmin染

色 法 ニ テ顯 微 鏡 的 ニ檢 シ タル ニ,前 者 ニ於 テハ 對

照 ニ比 シ相 當 減 少 セ ル ヲ ミ,後 者 ニテ ハ殆 ド消 失

ノ状 態 ニ迄 減 少 セ ル ヲ知 リタ リ.故 ニ余 ハ 此 兩 種

ノ饑 餓 ニ於 テ以 下實 驗 ヲ行 ヒ タ リ.

第2節 實驗 成 績

第1表 ニ示 セル 如 ク,饑 餓 開姶後3日 目及 ビ5

日 目何 レノ場 合 ニ於 テ モ,血 中Alkohol量 ノ消 長

ニ於 テ最 高値 到 來時 間 ハ 多 ク ノ場 合 對 照 ト大 差 無

キ モ,其 ノ最 高 値 自體 ハ0.06-0.21‰ 高 ク,其 ノ

復 モ大 體1時 間 遲 廷 セ リ.面 シ テ一 般 ニAlkohol

濃 度 曲線 ハ對 照 ヨリ高 シ.

次 ニ尿 中Alkohol量 消 長 ヲ ミル ニ,第2表 ニ示
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第1表 饑 餓 實 驗

〔第1表 附 圖〕
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セル 如 ク,其 ノ濃度 曲線 ニ於 テ血 中 ノ夫 レ ト相 似

テ對 照 ニ比 シ最 高値 到 來時 間 ニハ 先 ヅ大差 無 キ モ,

其 ノ最 高 値 自體 ハ0.07-0.12‰ 高 ク,元 ノAlkohol

濃 度 ニ復 スル ニ モ大體1-3時 間 遲 延 セ リ.而 シ テ

此 場 合 尿 中Alkohol濃 度 ノ 凡 ソ舊 値 ニ復 スル迄 ノ

時 間 内 ニ尿 中 ニ排 泄 サ レ タルAlkohol全 量 ヲ ミル

ニ,饑 餓時 ニハ對 照 ニ比 シ體 重減 少 ア リシ爲投 與

Alkoholノ 絶 對 量 モ對 照 ヨ リ小 量 ナ ル ヲ以 テ,直

チ ニ比 較 スル ヲ得 ザ ル モ,對 照 ニ比 シ テ全 尿 量 減

少 シ,一 般 ニ其 ノ濃 度 曲線 高 キ ニ拘 ラズ投 與Al-

kohol量 ノ割 ニ尿 中排 泄Alkohol量 ハ小 量 ナル モ

ノノ如 シ.

第3節 小 括 及 ビ考按

以 上 ノ實 驗 ヨ リ饑 餓 開 始 後3日 目及 ビ5日 目 ノ

家 兎 ニ於 テ ハ,一 定Alkohol投 與 後 血 中Alkohol

消 長 曲線 ハ對 照 ニ比 シ テ高 ク且元 ニ復 スル ニ長時

間 ヲ要 シ,尿 中Alkohol濃 度 曲線 モ 一般 ニ對 照 ニ

比 シ テ高 ク且 明 カ ニ長 時 間 後 ニ元 ノ濃 度 ニ復 スル

ヲ知 リタ リ.而 モ 其間 尿 中 ニ排 泄 サ レ タルAlko-

hol全 量 ハ 投 與Alkohol量 ノ割 ニ對 照 ニ比 シ テ小

量 ナ ル モ ノ ノ如 ク.尠 ク トモ對 照 ヨ リ多 量 ノAl-

koholヲ 尿 中 ニ排 泄 スル モ ノ トハ思 ハ レズ.

1912年Voltz, Bandrexel及 ビDietrich等 ハ

犬,人 間 ニ就 キテ 胃 ノ盈 虚 ノAlkohol排 泄 ニ及 ボ

ス影 響 ヲ檢 シ,胃 ノ充 滿 セ ル場 合 ニハ 空虚 時 ニ比

シ尿 中排 泄 量 極 メテ少 ク,犬 ニ於 テハ1對5,人 間

ニ テ ハ1對7.3ナ リ ト述 ベ タル モ,1916年Thurm

ノ追 試 ハ 之 ヲ否 定 シ胃 ノ盈 虚 ハ 全然 尿 中Alkohol

排 泄 ニ影 響 無 シ ト述 ベ タ リ.余 ノ實驗 ハ 以 上諸 氏

ノ場 合 ト條 件 ヲ異 ニ シ饑餓 ニ依 ル體 重 減 少 相當 著

シク,以 テ 自 ラ問 題 ヲ異 ニ ハ.

抑 々經 口的 ニ攝 取 セ ラ レ タルAlkoholハ 胃腸 管

ヨ リ速 カ ニ吸 收 セ ラ レ テ 血 行 中 ニ 移 行 シ,次 デ

Haggard, Greenberg及 ビ多 々良 等 ニ依 レバ軈 テ

擴 散 現 象 ニ依 テ各 組 織 ニ至 ル,而 シ テ其 ノ間Al-

koholノ 大 部 分 ハ酸 化 セ ラ レテ炭 酸 瓦 斯 ト水 ニ分

解 セ ラ ルル モ,小 部 分 ハ何 等 變 化 ヲ受 ケズ ニAlk

oholノ 儘 腎 肺 及 ビ皮 膚 ヨ リ,又 極 微 量 ハ 腸 ヨ リ再

ビ體 外 ニ排 出 セ ラル ル事 ハ 一 般 ニ認 メ ラル ル 處 ナ

リ.以 上 攝 取Alkohol生 體 内 機轉 ト余 ノ實驗 成績

トヲ併 セ考 フル ニ,3日,5日 目 ノ饑 餓家 兎 ニ於 テ

ハ 一般 ニ體 内新 陳 代謝 機 能 低 下 シ,體 内 ニ輸 入 セ

ラ レタ ルAlkoholヲ 酸 化 分解 スル ニ健 常 時 ヨ リ長

時 間 ヲ要 シ,爲 ニ 血中Alkoholハ 健 常時 ヨ リ濃 度

高 ク旦長 時 間 停 滯 スル ニ至 レル モ ノ ト思 惟 ス.何

ン トナ レバ饑 餓 時 ニ生體 ノ總 新 陳 代 謝 ノ衰 弱 ヲ來

スハ 既 ニ一 般 ニ認 メラル ル處 ニシ テ,例 ヘ バ組 織

呼 吸 ヨ リ ミル モ,家 兎 ヲ饑餓 ニオ ク トキハ肝 臟 組

織 呼 吸 量 ハ 正常 ニ比 シ減 少(饑 餓2日 ノモ ノハ其

ノ減少 率4.4%ニ シ テ饑 餓7日 ニ至 レバ 其 ノ減 少率

ハ11.8%)ス(林,稻 田).又Myerhof, Lohmann u.

Meier, Burgsch, Morsters u. Vorschutz等 ニ依

レバ,饑 餓動 物 ノ筋 肉呼 吸 ハ低 下 シ,饑 餓 ハ筋 肉

呼 吸 ニ對 シ テ一 種 ノ填塞 ヲ爲 シ,Grassheimハ

饑 餓 鼠 ノ肝 臟 酸 素 消 費量 ハ 減 少 ス ト云 ヘ リ.又 最

近 西 野 モ饑 餓 動 物(鳩)ノ 組 織 呼 吸 減弱 ヲ證 明 セ

リ.故 ニ余 ノ上 記 成 績 モ此 見 地 ヨ リ解 釋 シ テ可 ナ

ル ベ シ.海 シ テAlkohol代 謝 中最 モ樞 軸 ヲナ スハ

肝 臟 ニ シテ,肝 臟 ノAlkohol酸 化 分 解 作 用 ヲ有 ス

ル コ トハBatelli, Stern, Masuda, Hirsch等 ニ依

リ明 カ ニセ ラ レタ ル所 ナル ヲ以 テ,此 際 肝糖 原 質

ノ減 少 ガ肝臟 酸 化 機 能低 下 從 ツテ又 肝 臟Alkohol

酸 化 分 解 機能 低 下 ノ主 ナル 因 子 ト考 フル ヲ得 ベ キ

カ.

次 ニ以 上 ノ場 合尿 中Alkohol量 消 長 ニ於 テ對 照

ニ比 シ投 與Alkohol量 ノ割 ニ尿 量 ノ減 少竝 ニ尿 中

Alkohol總 排 泄量 ノ減 少 ヲ來 タセ シ モ,既 述 ノ如

ク尿中 排 泄Alkoholハ 體 内攝 取Alkoholノ 體 外排

出 ノ一 部 ニシ テ其 ノ量 モ亦極 小量 ナ ル ヲ以 テ,此

場 合 ノ尿 中排 泄 状 態 ノ ミニ テ以上 ノ血 中Alkohol

量 消 長 ヲ説 明 スル ヲ得 ズ,唯 尿 中Alkohol濃 度 ノ

原 値 ニ復 スル ニ對 照 ヨ リ遲 延 セル コ トヨ リ此 際體

的攝 取Alkoholノ 尿 中排 泄 ノ遲 延 ヲ來 タ シ 居 リ

シ コ トハ 認 メラル ル 處 ナ リ.
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第4章 Lecithin乳 化 液 注 入 實 驗

第1節 序 言

Lecithinハ 生體 内 ニ テCholesterinト 一 定 比

率 ニ テ存 在 シ,互 ニ拮 抗 的作 用 ア ル コ トハ,Wa-

cker及 ビHeuck以 來 幾 多 ノ研究 ニ依 リ確 定 セ ラ

レタ ル所 ナ リ.而 シ テ又Lecithinハ 副 交 感神 經

刺 戟 的 ニ 作 用 スル モ ノナ ル コ トハDressel及 ビ

Sternheimerニ 依 リテ確 認 セ ラ レタ ル所 ニ シテ,

又Calciumト 拮 抗 的 ニ作 用 スル モ ノ ノ如 シ.偖

Lecithinノ 含 水炭 素 新 陳 代 謝 ニ及 ボ ス影 響 ヲ文 獻

ニ就 キ テ ミル ニ,Izar及 ビConstantinoハLecithin

供給 後 常 ニ血 糖 ノ上昇 ヲ見,Crutoハ 肝 糖 原 ノ減

少 ヲ見 タ リ.然 ル ニHolland, Hinsberg及 ビ

Kohlsハ 卵 黄 殊 ニ之 ヨ リ抽 出 セ ル 粗 製Lecithin

ヲ糖 尿 病 患 者 ニ與 フル時 ハ 却 ツテ血 糖 低 下 作 用 ア

リ ト言 ヒ タ リ.本 邦 ニテハ 田原 ハ 家 兎 ニ テ10%

Lecithin乳 化 液pro kg 5cc耳 朶 靜 脈 内注 入 ハ血

糖量 増 加 ヲ來 タ シ,肝 糖 原 質 量 ヲ減 少 セ シ ム,故

ニ血 糖 ノ増 加 ハ勘 ク トモ肝 糖 原 ノ移 動 ニ 由來 スル

モ ノ ナ ル コ トヲ想 像 シ得 ベ シ ト述 ベ,松 岡 モ亦

Lecithin一 定 量 ノ投 與 ニ依 リテ家 兎 ニ過 血 糖 ヲ來

タ サ シ メ,肝 糖原 ノ減 少 スル 事實 ヲ認 メタ リ.長

尾 及 ビ大 友 ハ家 兎 ニ テ肝 糖 原 驅 逐 ノ 目的 ニ試 獸 ニ

日常 ト同 ジク食 餌 ヲ與 ヘ ツツ10% Lecithin乳 化

液 ヲpro kg 10cc唯1囘 耳 殻 靜 脈 内 ニ注 入 シ,同

液 注 入 後6時 間 ニシ テ動 物 ノ肝 糖 原 ノ完 全 ニ消 失

スル ヲ確 認 セ リ.次 イ デ吉 田 モ 同實 驗 ヲ追 試 シ略

々 同結 果 ニ到 達 セ リ.

茲 ニ於 テ 余ハ 第3章 ノ結 果 ヨ リ想 定 シタ ル事 實

即 チ饑 餓 實驗 ニ ヨル血 中Alkohol量 ノ増 加竝 ニ血

管 外 消失 ノ遲 延 ノ主 因 ガ肝 臟 内糖 原 ノ減 少 ニ 由ル

ヤ否 ヤ ヲ檢 討 セ ン ト シ,肝 内糖 原驅 逐 ノ 目的 ノ

Lecithinヲ 應 用 シ以 下 ノ實 驗 ヲ試 ミタ リ.即 チ 家

兎 ニ10% Lecithin乳 化 液pro kg 10ccヲ 耳 朶 靜 脈

内 ニ注 入 シ,6時 間 後 竝 ニ18時 間 後 ニ 肝 糖 原 ヲ

Karmin染 色 法 ニ依 リテ各3例 宛 檢 シ タル ニ,何

レ ノ場 合 ニモ對 照 ニ比 シテ糖 原 質減 少 著 シ ク,殆

ド消 失 ノ状態 ニ迄 減 少 セル ヲ體 驗 シ,次 デ 以 下 ノ

實 驗 ニ於 テ10% Lecithin乳 化 液pro kg 10ccヲ

耳 朶 靜脈 内 及 ビ皮 下 ニ 注 入 後6時 間 ヨ リ10時 間

ニ テAlkoholヲ 投 與 シ タ リ.

第2節 實 驗 成 績

A) 靜 脈 内 注射

第3表 「レチチン乳化液」注入實驗(靜 脈内)
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〔第3表 附 圖〕

Lecithin前 處置 後 ノ血 中Alkohol量 消長 曲線

ハ第3表 ニ示 セル 如 ク,對 照 ニ比 シ テ最 高 値 到來

時 間 ハ 半數 ニ於 テハ 差 無 キ モ他 ノ半 數 ニ於 テ稍 々

早 ク,其 ノ最 高 値 ハ 家 兎Nr. 51以 外 ハ0.08-0.14

%高 ク,元 ノAlkohol濃 度 ニ復 スル ニモ約1-2

時 間遲 廷 セ リ.而 シ テ 一 般 ニAlkohol濃 度 曲線

ハ 對 照 ヨ リ高 シ.次 ニ尿 中Alkohol量 消長 ヲ ミ

ル ニ,第4表 ニ示 セ ル如 ク,其 ノ濃 度 曲線 ニ於 テ

對 照 ニ比 シ最 高 値 到來 時 間 竝 ニ其 ノ最 高値 ニ大 差

無 キ モ,原 濃 度 ニ復 スル ニ若 干 遲 延 ノ傾 向 ヲ トリ

タ リ,而 シ テ此場 合尿 中Alkohol濃 度 ノ大體 元 ニ

復 スル迄 ノ時 間 内 ニ排泄 セ ラ レ タ ル 全 尿量 竝 ニ

Alkohol全 量 ハ 對 照 ニ比 シ テ多 量 ナ リ.

B) 皮下注射
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〔第4表 附 圖〕

第5表 「レチチン乳化液」注入實驗(皮 下)

〔第5表 附 圖〕
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第5表 ニ示 セ ル如 ク,Lecithin前 處置 後 ノ血 中

Alkohol量 消 長 曲線 ハ對 照 ニ比 シ其 ノ最 高値 ハ 多

少 高 キ モ,一 般 ニ先 ツ大 差 ヲ認 メズ.茲 ニ於 テ3

匹 ノ家 兎 ニ同 量 ノLecithinヲ 皮 下 ニ與 ヘ10時 間

後 ニ其 ノ肝 糖 原 ヲKarmin染 色 法 ニ テ 檢 シ タ ル

ニ,是 又 對 照 ニ比 シテ大 差 無 キ ヲ知 サ タ リ.

第3節 小 括 及 ビ考 按

以上 ノ實 驗 ヨ リ同 ジLecithinニ テモ 之 ヲ皮 下

ニ注 射 セバ,肝 糖 原 ヲ減 少或 ハ消 失 セシ メズ.而 シ

テ此 場 合 ニAlkohol代 謝 ニハ 大 ナ ル 影 響 ヲ與 ヘ

ズ.之 ニ反 シテ 之 ヲ靜 脈 内 ニ適 用 ス レバ,組 織 學

的 ニモ肝 糖 原 ノ減 少 ヲ證 明 スル ヲ得 タル ト倶 ニ,

血 中Alkohol量 消長 曲線 ハ對 照 ニ比 シ テ 高 ク 且

元 ニ復 スル ニ長 時 間 ヲ要 シ タ リ.又 一方 尿 中Al-

kohol排 泄 モ對 照 ヨ リ尿 量 増 加 ノ爲 ニ 多量 ニ シ

テ,元 ニ復 スル ニモ長 時 間 ヲ要 スル コ トヲ知 リタ

リ.即 チ 此 場 合 ニハ恰 モ對 照 ニ比 シ ヨ リ多 ク ノ

ヲ攝 取 セル モ ノ ノ如 キ結 果 ヲ得 タ リ 而 シ テ此 尿

所 見 ハ饑 餓 實 驗 ト趣 ヲ異 ニセ リ.

以上 ノ成 績 竝 ニ前 述 體 内攝 取Alkoholノ 生體 内

機 轉 ト ヲ併 セ考按 スル ニ,Lecithin靜 脈 内前 處 置

ノ場 合 ニハ 對 照 ニ比 シ,體 内輸 入Alkohol代 謝 機

能 低 下,即 チ體 内 ニテ ノAlkohol酸 化 分 解 作 用低

下 ノ爲 血 中 ニAlkohol多 量 ニ長 時 間 停 リシ モ ノ ト

思 惟 ス.両 シ テ此 場 合對 照 ニ比 シ尿 量 増 加 竝 ニ尿

中Alkohol總 排 泄 量 ノ増 加 ヲ來 タセ シハ,饑 餓 時

ニ比 シ同 ジ ク體 内 攝 取Alkohol酸 化 分 解 機能 低

下 ト雖 モ此 點攝 取Alkoholノ 運 命 ヲ異 ニ スル所 ナ

リ.又 肝臟 ノAlkohol酸 化 分 解 作 用 ヲ有 スル コ ト

ハ 前 述 セル所 ニシ テ.此 場 合Lecithin靜 脈 内前

處 置 ニ依 ル 肝糖 原 ノ著 明 ナル 減 少ハ肝 臟 酸化 機 能

低 下 從 ツ テ又肝 臟 ノAlkohol酸 化 分 解 機能 低 下 ニ

重 大 ナル 關 係 ヲ有 セ シ コ トハ 想 像 シ得 ル所 ナ リ.

殊 ニLecithin皮 下 前 處置 ノ場 合 ニ ハ 肝 糖原 ノ減

少 ヲ來 タ サ ズ,且 ハAlkohol代 謝 ニ大 ナ ル影 響 ヲ

與 ヘ ザ リ シ成績 ヲ併 セ考 フル 時 一 層 以 上 ノ考 按 ハ

妥 當 ナ リ ト信 ズ.

次 ニ以 上Lecithin靜 脈 内前 處 置 ノ場 合 ニ對 照

ニ比 シ尿 量 多 キハ,腎 臟 ヨ リ排 出 スルAlkoholニ

依 ル 利尿 亢 進 ノ結 果 ナ ラ ン.何 ン トナ ラバAlko-

holノ 利 尿 ノ本態 ニ關 シ テハ 次 ノ如 ク

(1) 消 化 管 内 水分 吸 收 促 進 作 用 ヲ主張 スル モ ノ

(Mori, Januszkiewicz,奥 藤)

(2) 腎臟 細 胞 直接 刺戟 作 用 ニ 由 ル ト ナ ス モ ノ

(垣 田,丹 羽,Mori,本 田,Kochmann, Hall,

Mossoni, Gomeri,栗 下)

(3) 腎 臟 細 尿 管上 皮 ニ麻 痺 作 用 ヲ及 ボ シ,電 解

質 ノ能 力 低 下 ヲ來 タ スニ モ由 ル トナ スモ ノ(Mos-

soni, Gomeri)

(4) 血 壓 上昇 竝 ニ腎 臟 流 血 量 ノ増 大 ニ 由 ル トナ

スモ ノ(Mori,奥 藤)

(5) 水 血症 説(丹 羽,Januszkiewicz,栗 下)

一 定 セザ ル モ
,利 尿 亢 進 作 用 ニ就 キ テハ 蓋 シ周 知

ノ事 實 ナ レバ ナ リ

第5章 黄燐溶液注射實驗

第1節 序 言

黄 燐 ハ 新 陳 代 謝毒 ニシ テ,之 ガ中 毒 ヲ起 スガ如

キ大 量 ニ於 テハ,腎 臟,肝 臟,心 臟 其 ノ他 ノ臟 器

ニ脂 肪 性 變 性 ヲ起 シ,酸 化 作 用 ヲ抑 制 シ,總 テ ノ

合 成 作 用 ヲ障 碍 シ,自 家 融 解 作用 ヲ盛 ニシ,尿 中

窒 素 ノ排 泄 ヲ増 加 スル コ トハ 從 來 幾 多 ノ 研 究 ニ依

リ テ明 カ ニサ レタ ル所 ナ リ.偖 燐 中毒 ノ實 質 性器

官特 ニ肝 臟 ノ實 質 性 萎 縮 竝 ニ脂 肪 變 性 ヲ招 來 シ,

其 ノ際肝 糖 原 質 ノ速 カナ ル 減 少 乃 至消 失 ア ル コ ト

ヲ初 メ テ證 明 セ シハ,1865年Saikowskiニ シテ,

後Rosenfeld, Neubauer, Retting, Simonds,

Arndt及 ビGreiling等 ニ依 リテ モ 立證 セ ラ レタ

リ.本 邦 ニテ ハ長 尾,大 友 兩 氏 ハ 家 兎 ニ1%黄 燐

油pro kg 0.25ccヲ 脊部 ノ皮 下 ニ只1囘 注 入 シ タ

ル ニ,注 射 後 既 ニ30時 間 ニ テ肝 糖 原 ノ 消失 ヲ ミ

ル モ,脂 肪變 性 ハ未 ダ著 明 ナ ラ ズ,脂 肪 含 有 量 ニ

モ正 常 値 ニ比 シ大 差 ヲ起 サ ザ レ ド,48時 間 後 ニ ハ

高度 ノ脂 肪 變 性 竝 ニ脂肪 含 有量 ノ2倍 以上 ナ ル ヲ

161



2708 鵜 飼 昌 雄

第6表 黄燐溶液注射實驗

〔第6表 附 圖〕
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〔第7表 附圖〕 164
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觀 察 セ リ.而 シ テ燐 中 毒 ノ場 合 ニ於 ケル 肝 糖 原 減

少 乃 至 消 失 ノ原 因 ニ關 シテ ハ,Frank, Isaac,久

保 等 ノ述 ベ タ ル如 ク,肝 細 胞 ノ糖 原 固 定 及 ビ生成

機 能 障 碍 ガ主 因 ナ ラ ンモ,此 事 ニ就 キ テハ 此 處 ニ

ハ觸 レズ.

余 ハ 家 兎 各2匹 宛 ニ,1%「 黄 燐 オ レ ー フ 油」

pro kg 0.2cc脊 部 皮 下 ニ 注射 後30時 間0.4%「 黄

燐 オ レー フ油」pro kg 0.6cc脊 部 皮 下 ニ注射 後27

時 間,0.5%「 黄 燐 オ レー フ油」pro kg 0.4cc脊 部

皮 下 ニ注 射 後30時 間 ニ夫 々Karmin染 色,Sudan

III染 色 ニ テ肝 糖 原竝 ニ肝 脂 肪 ヲ顯微 鏡 的 ニ檢 シ

タル ニ,何 レモ肝 糖 原 ハ全 ク消失 シ,肝 脂 肪 ハ稍

々増 量 セ ル ニ非 ズ ヤ ト思 ハ ル ル所 見 ヲ得 タ リ.故

ニ余 ハ カ カル前 處 置 ノ家 兎 ニ於 テ以 下Alkohol投

與 實驗 ヲ行 ヒ タ リ.

第2節 實驗 成績

第6表 ニ示 セ ル如 ク,黄 燐 油前 處 置 ノ場 合 ニ於

テ血 中Alkohol量 消長 曲線 ハ,對 照 ニ比 シ最 高 値

到 來 時 間 ハ大 差 無 キ モ,其 ノ最 高 値 ハ0.06-0.19

‰ 高 ク,元 ノAlkohol濃 度 ニ復 スル ニ大 體 ニ於

テ1時 間 以 上遲 延 セ リ.而 シテ 一般 ニAlkohol濃

度 曲線 ハ 對照 ヨ リ高 シ.次 ニ尿 中Alkohol量 消長

ヲ ミル ニ,第7表 ニ示 セ ル如 ク,其 ノ濃 度 曲線 ニ

於 テ對 照 ニ比 シテ,最 高値 到 來 時 間 ハ半 數 ニ於 テ

ハ差 無 キ モ他 ノ半數 ニ於 テ稍 々遲 ク,其 ノ最 高 値

ハ家 兎4例 中Nr . 64ノ ミ大 差 無 キモ(0.016‰),

他 ノ3例 ハ0.12-0.29‰ 高 ク,元 ノ濃 度 ニ復 スル

時 間 モ 凡 ソ1-2時 間以 上 遲 延 セ リ.又 尿 中Alko-

hol濃 度 ノ原 値 ニ復 スル時 間 内 ニ尿 中 ニ排 出 サ レ

タルAlkohol全 量 ハ 幾 分 小 量 ニシ テ 尠 ク トモ 對

照 ヨリ大 量 ナ ラズ.

第3節 小 括 及 ビ考按

以 上 實驗 成 績 ヲ要 約 セバ,燐 前 處 置 家 兎 ニ テハ

一 定Alkohol投 與 後血 中Alkohol量 消 長 曲線 ハ

對 照 ニ比 シ テ一 般 ニ高 ク,且 其 ノ恢 復 ニ長 時 間 ヲ

要 シ,尿 中Alkohol濃 度 曲線 モ亦 一 般 ニ對 照 ニ比

シ テ高 ク,且 明 カ ニ長 時 間 後 ニ元 ノ濃 度 ニ復 スル

ヲ知 リタ リ.而 モ其 ノ間 尿 中 ノ排 泄Alkohol全 量

ハ 對 照 ニ比 シ幾 分 小量 ニ シ テ,尠 ク トモ對 照 ヨ リ

ヨ リ多 量 ノAlkoholヲ 尿 中 ニ排 泄 スル モ ノ トハ 思

ハ レズ.

以 上 ノ所 見 ヨ リ,燐 前 處置 時 ニモ體 内 ニ テ ノAl-

kohol酸 化 分 解 作 用低 下 ヲ肯 定 シ得 ベ ク,爲 ニ血 中

Alkoholハ 多 量 ニ長 時間 停 ル モ ノ ト解 釋 スル ヲ得

ペ シ.此想 定 ハ更 ニ以 下 ノ事實 ニ依 リ裏 書 セル モ ノ

ト思 ハ ル.即 チ燐 中毒 時 ニハ,生 體 内酸 化 作 用 ノ著 シ

ク障 碍 サ ル ル コ トハ 既 ニ 明 カ ナル 事 ニシ テ,1926

年Grassheimハ 白鼠 ニ於 テ燐 中毒 時 ニハ 肝臟 及 ビ

腎 臟 ノ酸素 消費 量 ノ減 退 ヲ大 體 其 ノ臟 器 ノ器 質的

變 化 ト竝行 シ テ來 タ スモ ノナ リ ト言 ヒ,齋 藤 モ燐

中毒 時 ニハ 幾 分 ノ差 異 ハ 存 スル モ,肝 臟,臀 臟,脾

臟,心 臟 等 各 臟 器 ニ組織 酸 化 力 ノ減 退 ヲ認 ムル ト

其 ニ,肝 臟 或 ハ脾 臟 等 ノ臟 器 ニ多 少 ノ還 元 カ ノ減

退 ヲ認 ムル ヲ得 タ リ ト報 告 セ リ.又 燐 中毒 時 ニ胃

サ ル ル臟 器 トシ テハ 肝臟 ガ最 モ有 名 ナ ルモ,腎 臟,

心 筋 モ殆 ド之 ト同樣 ニ胃 サ レ,而 シ テRohde及 ビ

Fischer等 ノ研 究 ヲ ミレバ心 筋 モ亦Alkohol酸 化

分 解 ニ與 ル コ ト明 カ ナル 以 上,此 際 肝 障 碍 ノ外 ニ

心 筋 障 碍 モ亦 此Alkohol代 謝 低 下 ノー 因 タル ベ

キ カ.而 シ テ又 以 上 ノ場 合尿 中Alkohol量 消長 ノ

上 ヨ リハ 饑 餓時 ノ場 合 ノ夫 レ ト相 似 テ,Lecithin

靜 脈 内 前 處置 時 トハ 趣 キ ヲ異 ニ セル モ ノ ト思 ハ ル.

第6章 葡 萄 糖 溶 液 注 入 實 驗

第1節 序 言

生體 解 毒竝 ニ防 禦 作 用 ハ 主 ト シ テ 所 謂Hype-

rhepatismusノ 状 態 下 ニ亢 進 スル コ トハ 諸 家 ノ

立 證 セル所 ニシ テ,余 モ 嚢 ニ佐藤 ト共 ニ此 點 ニ就

キ些 カ研 究報 告 スル所 ア リタ リ.葡 萄糖 ノ非 經 口

的 ニ投 與 セ ラル ル トキ肝 臟 ニ於 テ 糖 原 ノ新 生 セ ラ

L得 ル 事ハ.既 ニVoit, Freund及 ビPopper等

ニ依 リテ唱導 セ ラ レ,其 ノ後 一 般 ニ容 認 セ ラ レ,

葡 萄 糖 注 入 ノ一 派 ノ所 謂Hyperhepatismusヲ 起

ス コ トハ 今 日疑 ヒ無 キ コ ト トナ リタ リ.而 シテ 佐
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藤 ニ依 ル ト25%葡 萄 糖 液 ヲ家 兎 ニpro kg 10cc

宛耳 殻 靜 脈 内 ニ注 入 セ シ ニ,肝 糖 原 増 加 ノ最 高 潮

ハ3時 間 目ニ 現 ル ト.余 モ40%葡 萄糖 液pro kg

10cc宛 靜 脈 内 ニ 注 入 セ シ ニ,既 ニ2時 間 後 ニ

karmin染 色 法 ニ依 リ肝 糖 原 ノ著 明 ナル増 加 アル

ヲ3匹 ノ家 兎 ニ就 キ デ知 リ得 タ.リ.故 ニ余 ハ カ カ

ル 條 件 ノ下 ニ 以下Alkohol投 與實 驗 ヲ行 ヒダリ.

第2節 實 驗 成績

第8表 葡 萄 糖 溶 液 注 入 實 驗

〔第8表 附 圖〕
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〔第9表 附 圖〕

第8表 ニ示 セル 如 ク,葡 萄糖 前處 置 ノ場 合 ニハ,

血 中Alkohol量 消 長 ハ對 照 ニ比 シ最 高 値 到 來 時

間 ハ稍 々早 ク,其 ノ最 高 値 ハ4例 中1例Nr. 68ノ

ミ大 差 ナ キ モ,他 ノ3例 ハ 幾 分低 キ傾 向 ヲ示 シ,

(0.017-0.057%)元 ノAlkohol濃 度 ニ復 スル ノ ニ

モ大 體 ニ於 テ1時 間早 キ ヲ示 シ タ リ.而 シテ一 般

ニAlkohol濃 度 曲線 ハ 對 照 ヨ リ稍 々低 シ.次 ニ尿

中Alkohol量 消長 ヲ ミル ニ,第9表 ニ示 セル 如

ク最 高 値 到 來 時 間 ハ 對 照 ト大 差 無 キモ,其 ノ最

高 値 自體 ハ對 照 ニ比 シ幾 分 低 キ傾 向 ヲ示 シ,元 ノ

濃 度 ヘ ノ恢 復 モ約1時 間早 ク,又 大 體 元 ノAlliohol

濃 度 ニ復 スル迄 ノ時 間 内 ニ尿 中 ニ排 泄 セ ラ レタル

Alkohol全 量 モ對 照 ニ比 シ テ小量 ニ シテ,其 ノ間

ノ尿 量 モ亦 小 量 ナ リ.

第3節 小 括 及 ビ考 按

以 上實 驗 成 績 ヨ リ明 カ ナル 如 ク,葡 萄 糖 前 處 置

時 ニハ血 中Alkohol量 消長 曲 線 ハ 對 照 ニ比 シ テ稍

稍 低 ク,凡 早 ク元 ニ復 シ,其 ノ間一 方尿 中Alkohol

排 泄 モ各 時 間 毎 ノAlkohol濃 度 ノ減 少,或 ハ或 場

合 ニハ 寧 ロ尿 量 減 少 ト相俟 ツテ對 照 ニ比シ テ小 量

ニ シ テ,而 モ早ノ 元ニ 復 スル ヲ知 リタ リ.

以上 ノ事 ヨ リ考 按 スル ニ,既 ニ教 室 ノ佐 藤 ト共

ニ前 同 「マ ウ ス」 ニ テ 葡 萄 糖 前 處 置 ノ 體 内輸 入

Aikoholニ 對 シ テ解 毒 的 ニ作 用 シ,而 モ コハ 其 ノ

生 體 内酸 化 増 進 ニ因 由 スル コ トヲ報 告 セ ル コ ト及

ピ經 口 的攝 取Alkoholノ 生 體 内機轉 トヲ併 セ考

へ,此 場 合 ニ於 テハ 葡 萄糖 前 處置 ニ依 り酸 化 分 解

機 能 促 進 シ,爲 ニ血 中Alkohol濃 度 ガ早 ク元 ニ

復 シ タル モ ノ ト思ハ ル.又 此 際酸 化 機 能 トノ直接

關 係 ヲ求 メ得 ザ ル モ,體 内攝 取Alkoholノ ー 部 ハ

對 照 ニ比 シ テ早 ク腎臟 ヲ通 シ テ體 外 ニ排 泄 セ ラ レ

タ リ.猶 ホ 此場 合 皮 膚,呼 氣 ヨ リ ノAlkollol排 泄

量 ノ測 定 無 キ ヲ以 テ 明言 シ得 ザ ル モ,尿 中Alko-

hol排 泄 量 ノ對 照 ニ比 シ テ小 量 ナ ル コ ト及 ピ血 中

Alkohol量 消 長 ヨ リ考 ヘ テ,恐 ラ クハ 體 内 ニテ對

照 ニ比 シ或 ハ ヨリ 多量 ノAlkollolガ 酸 化 分 解 セ

ラ レタル モ ノ ナ ラ ン トモ想 像 サル.又 此 場 合 對 照

ニ比 シ尿 量 減 少 セル ハ,體 内 ニ テ攝 取Alkoholノ

酸 化 分解 ガ對 照 ニ比 シ速 カ ニ且恐 ラクハ 多 量 ニ行

ハ レ,從 ツテ體 内停滞Alkoholモ 小量 少時 間 ナル

爲 ニ,Alkoholニ 依 ル利 尿 作 用 ノ減 退 シ タル爲 ナ

ル可 シ.

以 上 ノ場 合 ニ於 テ,Alkohol酸 化分 解 ニ關 與 セ

ル肝 臟 ノ糖 原 増 加 ニ依 ル 機 能 亢 進,殊 ニ酸 化 機能

亢 進 ノ上 記Alkohol代 謝 亢 進 ニ重 大 關 係 ア リタ

ル コ トハ 想 像 ニ難 カ ラザ ル 所 ナ リ.
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第7章 總 括 竝 ニ 考 察

以上 數 種 ノ實驗 成績 ヨ リ總 括 的 ニAlkohol投

與後 ノ 血中Alkohol量 ノ消長 ヲ ミルニ,肝 糖 原 小

量 ノ時 ニハ 對 照 ニ 比 シ其 ノ消長 曲線 一般 ニ高 ク 且

元 ニ復 スル ニ長 時 間 ヲ要 シ,肝 糖 原 多 量 ナ ル時 ニ

ハ 逆 ニ一般 ニ其 ノ消 長 曲線 低 ク且 早 ク元 ニ復 スル

傾 向 アル コ トヲ知 リタ リ.又 一 方 腎 臟 ヲ通 ジテ尿

中 ニ排 泄 セ ラル ルAlkohol量 ノ消 長 ハ,肝 糖 原

小 量 ノ時 ニハ 對照 ニ比 シ テ元 ノAlkohol濃 度 ニ

復 スル ニ長 時 間 ヲ要 シ,且 元 ノ濃 度 ニ迄 恢 復 スル

時 間 内 ニ尿 中ニ 排 泄 セ ラル ルAlkoholハ,其 ノ

各 時 間 毎 ノ濃 度 ハ 概 ネ高 キ モ,其 ノ量 ハLecithin

靜 脈 内 前 處 置 時 以 外 ニ テハ 概 ネ小量 ナ ル ヲ知 リタ

リ.即 チLecithin靜 脈 内 前 處 置時 ニ テハ 體 内 ニ

テ酸 化 分 解 セ ラ レザ ルAlkohol量 ハ對 照 ニ比 シ

多 カ ラ ンモ.其 ノAlkoholノ 一 部 ヲ腎臟 ヲ通 ジ テ

體 外 ニ 排 泄 スル機 能 ハ對 照 ニ比 シAlkohol代 謝

低 下 ノ爲 ニ カ遲 延 コ ソア レ,ョ リ多 量 ノAlkohol

ヲ排 出 スル ヲ以 テ,尿 中排 泄 機能 其 ノモ ノニハ 敢

テ支 障 無 キモ ノ ノ如 ク,此 點 燐竝 ニ饑 餓前 處 置 時

ト異 ル點 ナ ジ.又 葡 萄糖 前 處置 ニ依 り肝 糖 原 多 量

ナル 時 ノ尿 中Alkohol量 ノ消 長 ハ,對 照 ニ比 シ

原 値 ニ早 ク復 シ且 其 ノ時 間 内 ノ尿 中 排 泄Alkohol

全 量 ハ小 量 ナル ヲ以 テ,恰 モLecithin靜 脈 内 前

處 置 時 ト逆 ノ成績 ヲ得 タ リ.何 レニシ テ モ,肝 糖

原 豐 富 ナル 時 ニ比 シ,肝 糖 原 小 量 ナル時 ニハ 體 内

輸 入Alkoholニ 對 シ テ,其 ノ酸 化 分 解 機能 低 下殊

ニ其 ノ酸 化 分解 速 度 ノ遲 延 シ ヲル コ トハ 以 上 ヨ リ

窺 ハ ルル所 ナ リ.

抑 々體 内 ニ輸 入 セ ラ レ タルAlkoholノ 最終 運

命 ニ關 シテ ハ,嚢 ニ佐 藤 トノ共 著 ニ述 ベ タル 所 ナ

ル モ以 下 少 シ ク反 覆 略 述 ス レバ,Ansti, Dupre

Binz等 依ニレバ90-96%ハ 生體 内 ニ テ分解 セ ラ

ル ト爲 シ,Voltz及 ビBandrexelモ 犬 ニ於 テ移 入

セ ラ レタルAlkohol量 ノ4.38%ハ 尿 中 ニ,5.27%

ハ 呼 氣 中 ニ排 泄 セ ラ レ,殘 リ大 部 分(90.35%)ハ

體 内ニ テ分 解 セ ラルル ロト ヲ證 シ,Atwater及 ビ

Benedictモ 犬 ニ於 テ95.72%ハ 體 内 ニ テ分 解 セ ラ

ル ト爲 シ,又 兩 氏 ハ 人 間 ニ於 テ0.22%ハ 尿 中ニ,

2.07%ハ 呼 氣 中ニ 排 泄,97.71%ハ 體 内 ニ テ酸 化 分

解 セ ラル ト爲 シ,概 ネ其 ノ所 論 一 致 ス.然 ラバ其

ノ酸 化 分 解ニ 關 與 スル 臟 器 ハBatelli及 ビStern

ハ 肝臟 内ニHepatoalkolaseナ ル酵 素 存 シ,之 ガ

Alkoholヲ 醋 酸 ニ酸 化 シ,醋 酸 ハ更 ニ體 内 ニテ酸

化 サ レテ 消失 スル コ トヲ言 ヒ,又 此 酵 素 ハ肝 臟 以

外 ノ臟 器 組 織 ニ於 テ ハ痕 跡 ヲ存 スル ノ ミ ト述 ベ タ

リ.又Hirschハ 動物 ノ肝 粥 中 ニAlkoholoxydase

ナル酵 素 ア リテAlkohol分 解 ヲ營 ム ト述 ベ タ リ.

故 ニAlkoholヲ 酸 化 分解 スル臟 器 組 織 ニ關 シ テ

ハ未 明 ナル點 多 シ ト雖 モ,肝 臟 ハ其 ノ主 役 ヲ演 ズ

可 シ.其 ノ他 酸 素 含有 血 液(Kochmann),心 臟,筋

肉(Rohde, Fisclier)モ 擧述 サ ルル モ肝臟 ニ比 ス

可 ク モ ア ラズ.而 シ テ又 肝 臟 機能 ニ對 シ テ肝 糖 原

ノ増 加 又 ハ 減 少 ガ如 何 ナ ル意 義 ヲ有 スル カ ヲ考 フ

ル ニ,1337年Rogerハ 肝 糖 原 ヲ 減少セ シ メ タル

動物 ハ 肝 細胞 ノ抗 毒 作 用 ヲ失 フモ,之 ニ糖 原 ヲ 輸

入 セバ 再 ビ該 作 用 ヲ囘 復 スル コ ト證 明 シ,肝 糖

原 ハ 解 剖 的 又 ハ機 能 的 ニ肝 細 胞 ヲ障 碍 セ ン トス ル

影 響 ニ對 シ テ保 護 的ニ 作 用 スル コ トヲ述 ベ,肝 細

胞 ノ抗 毒 作 用 ト其 ノ糖 原 量 トノ間 ニ 密接 ナ ル 關係

ノ存 在 セ ル コ ト ヲ明 カ セ リ 次 イデ1922年

Umberモ 亦Rugerノ 説 ニ賛意 ヲ表 シ,肝 糖 原

ノ缺乏 ハ肝 臟 ノ自家 融解 ヲ容 易 ナ ラシ ム ル モ ノナ

リ ト述 ベ タ リ.又 肝 糖 ト脂 肪 トノ間 ニ モ關 係 ア リ

テ,柴 田 等 ニ依 レ バ 肝 糖 原 缺 乏 セ ル 場 合 ニハ 脂

肪 溶解 力 ヲ發揮セ ズ ト言 フ.又 肝 臟 ノ脾 脱 疽 菌,

葡 萄状 球 菌 其 ノ他 ノ細 菌 ニ對 スル 殺 菌作 用 モ解 毒

作 用 ト同 ジク肝 糖 原 ノ減 少 セ ル場 合 ニハ 滅 殺 セ ラ

ル ル ト言 ハ ル.カ ク肝 臟 諸機 能 ニ肝 糖 原 ノ重 要 ナ

ル ハ確 定 的 ナ ルコ トナ リ.飜 ツテ 余 ノ場 合 ニ就 キ

重 ネテ總 括 的 ニ考 察 スル ニ,餓 饑 實驗,Lecithin

溶 液 靜脈 内 注 入實 驗,黄 燐 溶 液 注 射 實 驗 ノ 場 合

ニ於 ケル 家 兎 肝臟 ハ其 ノ糖 原 量 ノ 著 明 ノ 減 少 乃

至 消 失 アル ヲ以 テ肝 機能 障 碍 ア ル コ トハ 明 カ ナ
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リ.而 シテ夫 等 ノ場 合 ニ於 ケル 血 中 竝 ニ尿 中Al-

kohol量 消 長 ヨ リ按 ジ,前 記 ノ如 ク體 内 輸 入Al-

koholニ 對 スル酸 化 分解機 能 殊 ニ其 ノ速 度 遲 延 ア

リシ コ ト,竝 ニ肝 臟 ノAlkohol酸 化 分解 ニ關 與 ス

ル所 大 ナ ル コ トヲ併 セ考 フル トキ,其 ノ際 ノ肝 糖

原 著 明 ノ 減 少 乃至 消失 ハ 肝 臟 酸 化 機能 低 下殊 ニ

Alkoholニ 對 スル酸 化 分 解 機能 低 下 ヲ來 タシ タル

重 大 原 因 ナ リ ト思 考 セ フル,而 シ テ又 葡 萄糖 溶 液

注 入時 ニ於 テ ハ 以 上 ノ逆 ニ肝 糖 原 量 ノ増 量 ア リシ

ヲ以 テ,肝 槻 能 亢 進 状態 ニ ア リタル コ トハ 明 カ ニ

シ テ,其 ノ際 血 中 竝 ニ尿 中Alkohol量 消長 ヨ リ

按 ジ,前 記 ノ如 ク體 内輸 入Alkoholニ 對 スル酸

化分 解 機 能 亢 進 ア リシ コ ト,竝 ニ肝臟 ノAlkohol

酸 化 分解 ニ關 與 スル 所大 ナ ル コ トヲ併 セ 考 ヘ,其

ノ際 ノ肝 糖 原 ノ増 量 ハ肝 臟Alkohol酸 化 分 解 機

能 亢進 ヲ來 タン タル 重 大 原 因 ナ リ ト思 考 セ ラル.

以 上 ノ事 ハ又 肝 臟 機 能 ニ其 ノ含 有糖 原 ノ多 少 ガ

如何 ニ重 大 關 係 ヲ有 ス ルルカ ヲ裏 書 キ スル事 實 トモ

ナ ル.又 同 時 ニ逆 ニ其 ノ個 體 ノAlkohol投 與 後 ノ

血 中竝 ニ尿 中Alkohol量 消長 殊 ニ其 ノ血 中Alko-

hol量 消長 ヲ檢 スル トキ ハ,Alkoholgewohnung

ヲ除 外 シ得 ル場 合ニ ハ其 ノ成 績 ヨ リ其 ノ個體 ノ肝

臟 機 能 状 態 ノ一 端 ヲ知 ル參 考 ニ ナ ル モ ノ ト思 惟

ス.

次 ニ余 ハ 以上 ノ對 照 實驗 ヨ リalkohol投 與 量

ニ 對 スル尿 中排 泄 全Alkohol量 ノ割合 ヲ總 括 シ

從 來 ノ文 獻 ニ追 加 セ ン トス.Alkohol攝 取 後尿 中

ニ 之 ガ排 泄 セ ラル ル コ トヲ初 メ テ定性 的 ニ證 明 セ

ル ハ1870年Liebenニ シ テ,以 後 現 今迄 ニ尿 中

Alkohol排 泄 ニ關 スル 業績 相 當 ア ル モ,以 下 家 兎

ヲ用 ヒテ實 驗 シ タルモ ノ ノ ミヲ擧 グル ニ,1871年

Subbutinハ 家 兎ニ テ21時 間 ノ持續 的 檢 査 ノ結 果

投 與Alkoholノ16%ガ 變 化 セ ズニ體 外 ニ排 出 セ

ラル ル コ ト,竝 ニ吸 收 裝 置 不 完 全 ナ リシ爲 メ排 出

セ ラ レタ ルAlkoholノ 一 部 ハ 定 量 セ ラセ ザ リシ

コ トヲ述 べ,1912年Vollmeringハ 家 兎 及 ピ犬 ニ

就キ テ實 驗 シ,尿 中Alkohol排 泄 ハ 投 與 量 ノ2-3%

ナ リ ト言 ヘ リ.余 ノ場 合 ニ於 テハ 使 用セ ルAlko-

holハ 日本 藥 局 方 純Alkoholニ シテ,其 ノ比 重 ハ

0.796-0.797 (15℃)ニ テ99.46-99.66容 績%,或

ハ99.11-99.44重 量%ノ 純Athylalkoholヲ 含有

スル ヲ以 テ,先 ヅ100%ノ 含 有率 ト見 做 シ テ計 算

スル モ 大 差無 シ ト思 ハ ル.以 下各 家 兎 ニ投 與 セル

Alkohol量 ト投 與 後 略 ボ元 ノAlkohol濃 度 ニ復

スル迄 ニ尿 中 ニ排 泄 セ ラ レ タルAlkohol量 トヲ

表 示 ス レバ次 ノ如 シ(第10表).

第10表 ニ テモ 明 カナ ル如 ク,一 定Alkohol投

與 後略 ボ元 ノ濃 度 ニ復 スル迄 ニ尿 中 ニ排 泄 セ ラル

ルAlkohol量 ハ,投 與Alkohol量 ニ大 差 無 ク ト

モ 一般 ニ 尿 量 多 ヰ程 多 量 ナル ヲ知 リタ リ.從 ツテ

又 其 ノ排 泄Alkohol量 ノ投 與Alkohol量 ニ對 ス

ル割 合モ 最 低 約0.3%ヨ リ最 高 約1.2%迄 種 々 ナ

ル 數 値 ヲ示 シ一 定 セ ズ.之 ハ 既 ニ第1編 ニ テ モ述

ベ タル 如 ク,主 トシテ各 家 兎 ノ個性 ニ依 ル モ ノナ

ラ ン ト思 ハ ル ル モ,又 其 ノ時 々 ノ家 兎 ノ状 態 ニ

モ 關 係 スル コ トハ 考 ヘ ラ ル ル 所 ナ リ.而 シ テ 又

Athylalkoholノ 微 量 ガ 含 水炭 素 ノ正 常 中 間新 陳

代 謝 産 物 トシ テ生體 内 ニ發 生 スル ハ1859年Ford

ノ發 表 以來 諸 家 ノ研 究 ニ依 テ確 定 セ ラル ル ニ至 リ

タル事 ニ シテ ヲ,Alkohol投 與 セ ザ ル モ既 ニ尿 中

ニ微 量 ノAlkoholヲ 含 有 スル コ トハ余 ノ以 上 ノ

實驗 ニ依 テ モ明 カナ ル ヲ以 テ,表 ニ擧 ゲタ ル尿 中

Alkohol全 排 出量 ノ中 眞 ニ投 與Alkoholノ 直 接

尿 中 ニ排 泄 セ ラ レタル量 ハ ソ レ ヨ リ幾 分 少 キ モ ノ

ト思 惟 サ ル ル モ,其 ノ量 タル ヤ微 量 ナ ル ヲ以 テ大

體 ニ於 テ ハ約0.3-1.2%ノ 間 ト考 ヘ テ可 ナル モ ノ

ト思 ハ ル。何 レニ シ デ モ嘗 テ家 兎 ニ テVollmering

ノ擧 ゲ タル2-3%ノ 尿 中排 泄 ヨ リ低 率 ヲ示 シ タ

リ.

猶 ホ既 ニ第1編 ニテモ 報 告 セ ル 所 ア リ ダル ガ,

以 上 對 照 實 驗 ニ於 ケ ル血 中竝 ニ尿 中Alkohol量

ノ消 長 成 績 ヨリ次 ノ事 ヲ確 知 シ得 タ リ.即 チ10%

Alkohol溶 液 ヲ體 重2kg内 外 ノ健 常 雄 性 家 兎 ニ

prokg 10cc經 口的 ニ投 與 セ シ ニ,血 中 ニテ ハ投
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與 後30分(3例)乃 至1時 間(15例)ニAlkohol

最 高濃 度 ヲ來 タ シ,尿 中 ニテ ハ投 與後1時 間(1例)

乃至2時 間(12例)ニAlkohol最 高濃 度 ヲ來 タシ

タ リ.殊 ニ其 ノ例 數 ヨ リ考 ヘ,血 中 ニ テハ投 與 後

1時 間 前 後,尿 中 ニテ ハ2時 間 前 後 ニ其 ノ最 高濃

度 ニ達 スルモ ノ ノ如 ク,即 チ尿 中Alkohol最 高

濃 度 ニハ 血 中 ノ ソ レニ概 ネ約1時 間遲 レテ 達 スル

モ ノ ト思 ハ ル.而 シ テ次 ニ其 ノAlkohol濃 度 ノ

元 ニ復 スル迄 ノ時 間 ヲ ミル ニ,血 中 ニテハ 投與 後

4時 間(2例)乃 至5時 間(9例)乃 至6時 間(4例)

即 チ概 ネ5-6時 間 後 ニ シ テ,尿 中 ニテハ 投 與 後5

時 間1例 以 外 ハ總 テ6-7時 間 ナ ル ヲ以 テ概 ネ6-

7時 間 前 後 ニテ元 ニ復 スル モ ノ ノ如 ク,從 ツ テ又

血 中Alkohol濃 度 ノ元 ニ復 シ タル 後概 ネ1時 間

除 遲 レテ 元 ニ復 ス.

第8章 結 論

體 重2kg内 外 ノ雄 性 家兎 ニ10% Alkohol溶 液

pro kg 10ccヲ 經 口的 ニ投 與 シ,其 ノ後 ノ血 中竝

ニ 尿 中Alkohol量 ノ消長 ヲ檢 シ タル ニ,
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1) 饑 餓時,Lecithin溶 液靜 脈 内前 處 置 時,黄

燐 溶液 前 處 置 時 ニ於 テ ハ,對 照 ニ比 シ,其 ノ血 中

Alkohol量 消長 曲線 一般 ニ高 ク旦 元 ニ復 スル ニ長

時 間 ヲ要 シ タ リ.而 シ テ 其 ノ尿 中Alkohol量 消

長 ハ 對 照 ニ比 シ,其 ノ濃 度曲 線 ハ 一般 ニ高 ク且 元

ニ復 ス ルニ長 時 間 ヲ要 シ,其 ノ間 ノ尿 中Alkohol

排 量 泄 ハLecithin溶 液 靜脈 内前 處置 時 ノ場 合 ノ

ミハ 對 照 ニ比 シ 尿量 多 ク從 ツテ 大 量 ナ ル モ,饑 餓

時,黄 燐 溶 液前 處 置 時 ニハ 對 照 ヨ リ小 量 ナ リ.

2) 葡 萄糖 溶 液 前 處 置 時 ニ於 テ ハ,對 照 ニ比 シ,

其 ノ血 中Alkohol量 消長 曲線 一般 ニ稍 々低 ク且

元 ニ早 ク復 スル 傾向 ヲ トリタ リ.而 シテ尿 中Al-

kohol量 消 長 ハ 對 照 ニ比 シ,其 ノ濃 度曲 線 ハ 一般 ニ

稍 々低 ク且 元 ニ早 ク復 シ,其 ノ間 ノ尿 中Alkohol

排 泄 量 モ對 照 ニ比 シ尿量 減 少 ト トモ ニ小 量 ナ リ.

即 チ肝 糖 原 ノ多 量 ナ ル時 ハ小 量 ナ ル時 ニ比 シ ヨ リ

多量 ノAlkoholニ 耐 フル ガ如 キ態 度 ヲ ト リ,體

内攝 取Alkohol代 謝 ハ亢 進 セ リ

3) 何 等 前 處 置 ヲ施 サザ ル 對 照實 驗 ニ於 テハ,

血 中 ニテ ハ投 與後1時 間前 後,尿 中 ニ テハ2時 間

前 後 ニ其 ノAlkohol最 高濃 度 ニ達 シ,血 中 ニテ

ハ投 與 後 概 ネ5-6時 間,尿 中 ニ テハ概 ネ6-7時

間前 後 ニテ元 ニ復 シ タ リ.又Alkohol投 與 後 尿

中Alkohol濃 度 ノ元 ニ復 スル迄 ニ尿 中 ニ排 泄 セ

ラル ルAlkohol量 ハ,投 與 量 ノ約0.3-1 .2%ナ

リ.

本 稿 ヲ 上 梓 セ ン ト ス ル ニ 當 リ,最 近E. Seriani

u. G. Lolli (Deutsch. Med. Wochenschr., Nr. 6,

1938)竝 ニH.A. Oelkers (Klin. Wochenschr.,

Nr. 40, 1938)ノ 論 文 出 デ タ リ.後 者 ハ 家 兎 ニ就 テ

砒 素,Chloroform,燐 ニ テ肝機 能 ヲ障 碍 セ シ ムル

トキハ,血 中 ノAlkoholノ 分 解 ノ障 碍 サ ル ル コ

トヲ發 表 シ,全 ク余 ノ成績 ヲ裏 書 セ ル モ ノ ト言 フ

ヲ得 ベ シ.
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Aus der Medizinischen Klinik der Medizinischen Fakultut Okayama

(Direktoren: Prof. Dr. K. Kakinuma u. Prof. Dr. K. Kitay ?? m).

Uber die Zustande der Alkoholmenge im Blute.

(III. Mitteilung)

Uber das Verbaltnis derselben zum Glykogen der Leber.

Von

Dr. Masao Ukai.

Eingegangen am 1. Dezember 1939.

Es ist wohl bekannt, da ?? die Leberfunktion beim Stoffwechsel des Organismus eine

bedeutende Rolle spielt. Beobachten wir ihr Verhalten auf Alkohol. Di Natale sah 1913

bei der Dosierung von Alkohol an die schwer Tuberkulosen, da ?? bei ihnen der Alkohol-

spiegel des Blutes verschieden von Gesunden eine schnellere Steigerung und ein

langsameres Herabsinken erfahrt. Er fiihrte diese Erscheinung auf eine Vergiftungs-

storung der Leberfunktion zuruck. Auch Lega erstattete 1930 ein Bericht, ds ??  bei der

peroralen Dosierung von Alkohol an den Kranken mit Lebercirrhose seine Alkoholmenge
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 im Blute schneller auf und absteige als beim Gesunden. Er zog dabei den Schlu ?? , da ?? 

die Ursache der Erscheinung in einer funktionellen  Storung der Lebersubstanz zu suchen 

sei. Aber auch uber diese Frage gelangt man noch zu keinem endgultigen Ergebnis. 

 Deriani und Tripodi teilten z.B. 1933 mit, da ?? eine schnellere Erhohung der Alkoholkurve 

des Blutes bei Dosierung von Alkohol an den Leberkranken beobachtet werden konne, 

doch dies als keine eindeutige Storung der Leberfunktion zu betrachten sei. Nach dem 

Referat von Broggi im Jahre 1935 zeigte der Hund, dem Chloroform peroral gegeben 

wurde, eine etwa gleiche Tatsache, da ?? bei intravenoser od. peroraler Dosierung von 

 Alkohol die Alkoholmengenkurve seines Blutes im Verhaltnis zum gesunden Hund hoher 

steigt und langsamer sinkt. Er schrieb sie einer Leberstorung zu. Auch bei uns stellt 

Aoki in seiner Abhandlung uber den physiologischen Alkohol in der menschlichen 

 Harnausscheidung eine Vermutung auf, da ?? es zwischen Leberfunktion und Alkohol-

ausscheidung eine tiefe Beziehung gebe. In einer Abhandlung "Alkohol im Harn und 

 dessen Bedeutung" schreibt auch Otani, da ?? beim Leberkranken die Alkoholmenge im

 Harn ausgesprochen zugenommen habe.

Auch aus den Veroffentlichungen der genannten Forscher betrachtet, durfte der 

 Einflu ?? der Leberfunktion auf den Alkoholwechsel im Organismus ziemlich gro ?? sein. 

Auch es ist nach zahlreichen Arbeiten au ?? er Zweifel, da ?? andererseits der Gehalt der 

Leber an glykogen mit ihrer Funktion eng zusammenhangt. Jedoch hort man noch 

nicht, den Zusammhang zwischen dem Gehalt der Leber an Glykogen und dem Alkohol-

wechsel experimentell und systematisch beobachtet zu haben. Deshalb verfolgte der 

Verfasser diesen Zusammenhang und gelangte zu folgenden Resultaten. 

 Einem mannlichen Kaninchen von ca. 2kg Korpergewicht wurde 10ccm von 10% 

 Alkohollosung pro kg peroral dargereicht. Bei der Untersuchung der nachherigen 

Alkoholmenge in Blut und Harn ergab sich fongendes.

1) Beim Hunger, der Vorbehandlung mit der intravenosen Injektion der Lecithin-

losung sowie mit der Losung von gelbem Phosphor steht im Vergleich mit der Kontrolle 

die Alkoholmengenkurve des Blutes im allgemeinen hoch und es braucht lange Zeit, bis 

 der ursprungliche Zustand zuruckkehrt. Im Vergleich mit der Kontrolle ist die Kon-

zentrationskurve der Alkoholmenge im Harn hoch und kehrt erst nach langer Zeit in 

 ihren ursprunglichen Zustand zuruck. Nur bei der Vorbehandlung mit der intravenosen 

Injektion der Lecithinlosung nimmt die Menge der Harnausscheidung im Vergleich mit 

der Kontrolle zu, wahrcnd sie beim Hunger sowie der Vorbehandlung mit der Losung von 

 gelbem Phosphor geringer erfolgt als bei der Kontrolle.

2) Bei der Vorbehandlung mit Traubenzuckerlosung steht die Alkoholmengenkurve 

 des Blutes im allgemeinen niedriger und neigt schneller zur Ruckkehr in den ursprung-

lichen Zustand als in der Kontrolle. Auch die Alkoholausscheidung im Harn erfolgt 

 dazwischen mit der Abnahme der Harnmenge geringer als in der Kontrolle. 

 Der Reichtum an Leber-glykogen scheint also im Vergleich mit der Armut daran 

 eine gro ?? ere Menge Alkohol ertragen zu lassen, indem der Wechsel des in den Korper 

 aufgenommenen Alkohols gesteigert wird.
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 3) Bei dem Kontrollversuche, wo keine Vorbehandlung vorgenommen wurde, 

erreicht der Alkohol im Blut etwa in einer Stunde nach der Dosierung seine hochste 

 Konzentration und im Harn etwa in zwei Stunden. Im Blute kehrt die Konzontration 

meist in 5-6 Stunden in den ursprunglichen Zustand zuruck, im Harn dagegen im

 Harn dagegen im allgemeinen 6-7 Stunden nach der Darreichung. Diejenige Alkohol-

menge, die von der Alkoholdarreichung bis zur Ruckkehr des im Harn vorhandenen 

 Alkohols in den ursprunglichen Zustand im Harn ausgeschieden wird, betragt etwa 

0.3-1.2% von der dosierten Menge. (Autoreferat)
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